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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
５
類
移
行
に
よ
っ
て
通
常
の
経

済
活
動
が
再
開
さ
れ
、
社
会
に
活

気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。２
０
２
４

春
闘
で
は
積
極
的
な
賃
金
引
き
上

げ
が
行
わ
れ
る
一
方
、
中
小
・
零

細
企
業
で
は
原
資
不
足
か
ら
十
分

な
賃
上
げ
が
で
き
ず
、深
刻
な
人
手

不
足
で
事
業
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
事
態
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。23

年
度
の
事
業
報
告
と
24
年
度
の
事

業
計
画
の
骨
子
は
以
下
の
通
り
で

　

円
安
が
気
に
な
る
。５
月
の
連

休
中
に
１
ド
ル
１
６
０
円
を
記
録

し
、
ど
こ
ま
で
進
む
の
か
気
に
な
っ

て
い
た
が
、政
府
・
日
銀
の
８
兆
円

近
い
市
場
介
入
で
、
辛
う
じ
て
１

５
０
円
台
に
戻
し
た
▼
も
ち
ろ
ん

一
時
的
な
介
入
だ
け
で
止
ま
る
こ

と
は
な
く
、状
況
の
変
化
が
な
け
れ

ば
再
び
円
安
が
進
行
す
る
。Ｇ
Ｗ

に
海
外
旅
行
を
し
た
人
に
聞
く

と
、米
国
で
は
昼
飯
に
ラ
ー
メ
ン
と

飲
み
物
で
一
人
５
０
０
０
円
も
か

か
る
と
の
こ
と
▼
一
番
の
原
因
は
日

米
の
金
利
差
で
、
米
国
が
イ
ン
フ
レ

抑
制
で
金
利
を
上
げ
た
が
収
ま
ら

ず
、
日
本
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
か
ら
よ

う
や
く
０
〜
０
・
１
％
へ
引
き
上

げ
た
の
に
、
そ
の
差
が
縮
小
し
な
い

▼
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
し

て
い
る
の
に
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
財

政
支
出
を
大
き
く
増
や
し
イ
ン
フ

レ
を
増
長
さ
せ
て
い
る
▼
日
本
は

内
需
拡
大
へ
、政
府
・
日
銀
だ
け
で

な
く
経
済
界
も
労
働
界
も
一
体
に

な
っ
て
努
力
す
る
以
外
に
な
さ
そ

う
だ
。引
き
続
く
大
幅
賃
上
げ
こ

そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。（
峰
）

コ
ロ
ナ
禍
乗
り
越
え
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

す
。

事
業
報
告
要
旨

　

政
府
は
、日
本
経
済
は
コ
ロ
ナ
禍

の
３
年
間
を
乗
り
越
え
改
善
し
つ

つ
あ
る
。30
年
ぶ
り
と
な
る
高
水
準

の
賃
上
げ
や
企
業
の
高
い
投
資
意

欲
な
ど
が
見
ら
れ
、デ
フ
レ
か
ら

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

（
２
面
に
続
く
）
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道
商
工
連
が
毎
月
10
日
に
発

行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道
商
工

連
』に
、
皆
さ
ま
が
製
作
し
た
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

宣
伝
物
を
同
封
し
て
、
会
員
企

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料
で
配

送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

２
０
２
４
年
度
総
会
議
案
の
骨
子
固
ま
る

　北海道商工連盟と同協同組合の令和 6 年

度定期総会・同通常総会を下記の日程で開

催しますので多数ご出席ください。

午前 10時～ 12 時
ホテルポールスター札幌　（札幌市中央区北 4西 6）

６月27日（木）

定期総会・通常総会のお知らせ

会
員
訪
問
：
ド
ウ
キ
ョ
ウ  

太
田
哲
寛
さ
ん
　
使
い
や
す
い
大
阪
発
の
路
面
補
修
材
（
３
面
）

　

北
海
道
商
工
連
盟
第
51
回
定
期
総
会
、
同
協
同
組
合
第

50
回
通
常
総
会
の
議
案
の
骨
子
が
固
ま
り
ま
し
た
。
賃
金

引
き
上
げ
に
よ
る
日
本
経
済
の
成
長
と
分
配
の
好
循
環
を

目
指
す
た
め
、
中
小
・
零
細
企
業
の
労
務
費
上
昇
分
に
見

合
う
原
資
の
確
保
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。
総
会
議
案
は

５
月
22
日
の
理
事
会
・
常
任
理
事
会
で
決
定
し
、
６
月
27

日
の
定
期
総
会
・
通
常
総
会
に
提
案
し
ま
す
。



（２）

（
１
面
か
ら
続
く
）

　
地
域
経
済
の
成
長
と
分
配
の
好

循
環
を
実
現
す
る
た
め
に
、
原
材

料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の

み
な
ら
ず
、
労
務
費
上
昇
分
に
見

合
う
原
資
の
確
保
を
含
め
た
価
格

設
定
を
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

で
定
着
さ
せ
る
と
と
も
に
、
と
り

わ
け
、
中
小
企
業
・
小
規
規
模
事

業
者
、
経
済
的
に
脆
弱
な
人
々
へ

の
、
国
や
自
治
体
の
持
続
・
継
続

的
な
施
策
実
施
と
支
援
強
化
を
実

現
し
よ
う
！

１  

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経

済
と
雇
用
に
果
た
す
大
き
な
役
割
を
踏

ま
え
、
事
業
継
続
と
従
業
員
・
家
族
の

生
活
を
守
る
た
め
の
施
策
の
確
立
、
そ

し
て
経
済
的
地
位
向
上
を
図
ろ
う
。

２  

北
海
道
の
「
安
心
。安
全
な
食
と
観

光
」、「
農
林
漁
業
の
６
次
産
業
化
」、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
」で
、

力
強
い
経
済
基
盤
を
つ
く
り
、
活
力
あ

る
地
方
を
築
き
上
げ
よ
う
。

３  

道
民
の
基
幹
鉄
路
で
あ
り
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
で
あ
る
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
在
来
線
存
続
や
、
冬
季
の

運
行
確
保
を
含
め
、
運
営
に
責
任
の
あ

る
国
に
よ
る
継
続
的
財
政
支
援
の
実
現

や
医
療
、福
祉
、教
育
等
の
社
会
的
イ
ン

フ
ラ
を
充
実
さ
せ
て
地
域
社
会
の
崩
壊

を
阻
止
し
よ
う
。

４  
大
地
震
や
津
波
、台
風
、豪
雨
な
ど

の
大
規
模
自
然
災
害
、と
り
わ
け
、東
日

本
大
震
災
や
熊
本
地
震
・
能
登
半
島

地
震
後
の
復
興
の
難
し
さ
を
教
訓
と

し
、
備
え
や
対
策
を
講
じ
、
安
心
・
安

全
な
地
域
社
会
を
つ
く
ろ
う
。

５  

ロ
シ
ア
の
一
方
的
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
・
侵
略
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地
区

へ
の
非
人
道
的
な
攻
撃
に
抗
議
し
、一
日

も
早
い
停
戦
で
平
和
を
取
り
戻
そ
う
。

２
０
２
４
年
度　
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン（
案
）

脱
却
す
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
だ

が
、
賃
金
上
昇
は
物
価
上
昇
に
追

い
付
い
つ
か
ず
、
個
人
消
費
や
設
備

投
資
は
力
強
さ
を
欠
い
て
い
る
。

　

道
内
経
済
に
つ
い
て
日
銀
札
幌

支
店
は
、「
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て

い
る
」と
し
な
が
ら
も
、
生
産
活
動

は「
一
進
一
退
の
動
き
」と
し
、
個
人

消
費
・
観
光
・
公
共
工
事
・
民
間

設
備
投
資
等
は
、
改
善
・
増
加
と

判
断
し
て
い
る
。

　

２
０
２
３
年
の
企
業
倒
産
（
負

債
総
額
１
０
０
０
万
円
以
上
）は
、

全
国
で
８
６
９
０
件
、
２
年
連
続

の
増
加
で
、
増
加
率
前
年
比
35
・

１
％
は
、
31
年
ぶ
り
の
高
水
準
で
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
で
最
も
高
い
。

　

道
内
企
業
倒
産
は
、
東
京
商
工

リ
サ
ー
チ
北
海
道
支
社
の
集
計
で

は
私
的
整
理
を
含
め
て
２
６
９

件
、
負
債
総
額
２
９
８
億
１
６
０

０
万
円
で
、
コ
ロ
ナ
関
連
倒
産
が

１
２
７
件
だ
っ
た
。

■
道
商
工
連
の
活
動

　

中
小
企
業
者
の
政
策
要
求
実
現

に
向
け
、
札
幌
市
議
会
・
民
主
市

民
連
合
へ
会
員
拡
大
の
要
請
行
動

と
意
見
交
換
な
ど
実
施
。ま
た
、昨

年
５
月
か
ら
「
民
主
市
民
連
合
市

議
会
報
告
」
発
行
開
始
。道
議
会

民
主
道
民
連
合
は
同
様
の
議
会
報

告
を
定
期
的
に
発
行
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
北
海
道
で「
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」防
止
の
条
例
制
定

に
取
り
組
む
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海

道
勤
労
者
安
全
セ
ン
タ
ー
」
の
依

頼
で
「
２
０
２
３
年
度
取
引
先
か

ら
の
カ
ス
タ
マ
ー
ズ
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
取
り

組
ん
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、
会
員
交
流
や
研
修

会
、
協
同
組
合
事
業
、
全
中
連
運

動
、青
経
協
活
動
、な
ど
を
実
施
し

て
い
る
が
省
略
。         

（
４
面
に
続
く
）



３
　

道
路
の
縁
石
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

す
き
間
か
ら
伸
び
る
雑
草
は
、
根

と
土
を
一
緒
に
安
全
な
樹
脂
で
固

め
て
根
絶
や
し
に
し
ま
す
。
本
道

で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
工
法
で
す
が

効
果
は
抜
群
で
す
。

　

大
阪
の
小
さ
な
会
社
が
「
世
界

一
カ
ン
タ
ン
な
目
地
防
草
材
」
と

売
り
出
し
て
い
る
「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ

（
マ
ル
コ
）」
と
い
う
商
品
で
す
。

作
業
が
簡
単
で
短
時
間
で
終
え
ら

れ
る
の
で
低
コ
ス
ト
で
す
。

　

千
歳
市
出
身
の
太
田
さ
ん
は
札

幌
市
内
の
高
校
か
ら
大
阪
の
近
畿

大
学
英
文
科
に
進
み
、
大
阪
で
最

先
端
の
工
作
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
扱

使
い
や
す
い
大
阪
発
の
路
面
補
修
材

で
、東
北
や
本
道
は
営
業
範
囲
外
。

自
分
が
代
理
店
を
立
ち
上
げ
、
社

長
に
な
っ
て
こ
の
エ
リ
ア
に
広
め
よ

う
と
、
２
０
２
２
年
11
月
15
日
、

合
同
会
社
ド
ウ
キ
ョ
ウ
を
設
立
し

ま
し
た
。

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
地
面
で
は
、
ひ
び
割
れ
や
穴
、

段
差
が
い
た
る
所
で
目
に
つ
き
ま

す
。
補
修
を
し
よ
う
と
見
積
も
り

を
取
っ
て
も
、
高
額
で
あ
き
ら
め

る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
営
業
先
で
「
試
し
に

私
が
や
っ
て
見
せ
ま
し
ょ
う
」
と

工
法
を
実
演
す
る
と
、「
こ
れ
な

ら
自
分
た
ち
で
施
工
で
き
る
わ
」

と
、
補
修
材
の
契
約
に
つ
な
が
っ

合
同
会
社 

ド
ウ
キ
ョ
ウ

摩
耗
に
強
い
「
ス
ー
パ
ー
Ｎ
Ａ

Ｏ
Ｓ
」
で
す
。
重
量
車
両
が
行

き
交
う
自
衛
隊
基
地
で
使
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
過
酷
な

作
業
現
場
の
床
段
差
の
補
修
に

も
向
い
て
い
ま
す
し
、
橋
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
や
マ
ン
ホ
ー
ル
周
り
の

段
差
、
水
た
ま
り
の
補
修
に
も

適
し
て
い
ま
す
。

　

徹
底
し
た
現
場
主
義
か
ら
生

ま
れ
た
優
れ
た
補
修
材
で
す
か

ら
使
い
や
す
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
く
の
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
普
段
は
作
業

着
で
、
実
演
し
な
が
ら
営
業
に

回
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

＊ 

＊

合
同
会
社
ド
ウ
キ
ョ
ウ

事
業
内
容　

特
殊
資
材
販
売

及
び
施
工
、Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
、

チ
ラ
シ
作
成

住
所　

札
幌
市
西
区
宮
の
沢
１

条
２
丁
目
８
の
２
の
１
０
３

電
話　

０
８
０
・
３
４
１
７
・

７
９
０
６

メ
ー
ル

 info@
dokyo2022.com

う
商
社
に
７
年
勤
め
、
そ

の
後
、
塗
料
メ
ー
カ
ー
に

転
職
、
営
業
畑
を
歩
み
ま

し
た
。
高
速
道
路
の
ト
ン

ネ
ル
内
壁
の
塗
装
や
自
衛

隊
車
両
の
足
回
り
の
塗
装

に
使
う
塗
料
も
扱
っ
た
そ

う
で
す
。

　

縁
が
あ
っ
て
大
阪
の
路

面
補
修
材
な
ど
を
自
社
で

開
発
・
販
売
す
る
村
中
商

会
に
転
職
し
、
知
ら
れ
て

い
な
い
優
れ
た
製
品
が
い

ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
す
。
会
社
が
小
さ
い
の

太
田
哲
寛
さ
ん（
道
商
工
連
の
事
務
所
前
で
）

て
い
ま
す
。

　

太
田
さ
ん
が
扱
う
、
ま
だ
馴
染

み
の
薄
い
補
修
材
で
す
が
、
代
表

的
な
も
の
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
つ
目
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
用
で
、

揮
発
性
有
機
溶
剤
を
使
わ
な
い
の

で
、
開
封
後
も
長
期
間
保
存
で
き

る
「
Ｎ
Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｌ（
ネ
バ
ル
）」
で

す
。
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
動

植
物
に
親
し
む
よ
う
な
札
幌
市
内

の
公
園
で
も
、
駐
車
場
や
通
路
の

穴
や
ひ
び
の
補
修
な
ど
に
使
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
ゴ
ム
成
分
が
入
っ

た
塗
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
補
修
材「
塗

る
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｓ（
ナ
オ
ス
）」
で
す
。

水
の
侵
入
を
防
ぎ
、
防
音
や
防
振

効
果
が
あ
り
、
幅
１
ミ
リ
か
ら
30

ミ
リ
ま
で
の
ひ
び
割
れ
向
き
で
す
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
伸
縮
性
が
備
わ

り
、割
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の

駐
車
場
、ゴ
ル
フ
場
の
カ
ー
ト
コ
ー

ス
の
補
修
に
も
適
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
外
階
段
の
補
修
や
滑
り
止

め
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
モ
ル
タ
ル
タ
イ
プ

の
補
修
材
で
、
高
耐
久
性
で
熱
や

会員訪問
代  

表 

太 

田 

哲 

寛 

さ
ん （
35
）

JR奈良駅構内の側溝に生えた雑草（左）の根と土を固
め、青く着色した「塗るNAOS（ナオス）」で仕上げ（右）



（４）

事
業
方
針（
案
）要
旨

　

２
０
２
４
年
元
旦
の
大
き
な
地

震
に
見
舞
わ
れ
た
能
登
地
方
に

は
、
そ
こ
に
本
社
を
置
く
企
業
が

４
０
７
５
社
（
２
０
２
３
年
11
月

時
点
）も
あ
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
通
じ
て
全
国
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
て
い
る
。

　

道
内
経
済
に
つ
い
て
日
銀
札
幌

支
店
は
、
企
業
の
景
況
感
を
示
す

業
況
判
断
指
数
（
Ｄ
Ｉ
）
が
８
期

連
続
改
善
さ
れ
、
特
に
ラ
ピ
ダ
ス

（
東
京
）の
次
世
代
半
導
体
工
場
の

建
設
本
格
化
な
ど
が
数
値
を
押
し

上
げ
た
と
見
る
。た
だ
、
こ
の
先
の

消
費
鈍
化
や
コ
ス
ト
高
へ
の
懸
念

か
ら
、
３
カ
月
後
の
先
行
き
の
予

測
は
全
産
業
で
７
ポ
イ
ン
ト
悪
化

の
プ
ラ
ス
６
と
警
戒
感
も
根
強

い
。ラ
ピ
ダ
ス
の
道
内
経
済
へ
の
波

及
効
果
は
、
２
０
３
６
年
度
ま
で

の
14
年
間
で
最
大
18
兆
８
千
億
円

に
上
る
と
試
算
（
北
海
道
新
産
業

創
造
機
構
）さ
れ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
が
４
月
８
日
に
公

表
し
た
２
月
の
毎
月
勤
労
統
計
調

査(

従
業
員
５
人
以
上)

で
、
物

価
変
動
を
考
慮
し
た
一
人
当
た
り

の
実
質
賃
金
が
23
カ
月
連
続
の
マ

イ
ナ
ス
で
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
景
気
低
迷
期
と
並
び
最
長
と

な
っ
た
。

　

２
０
２
４
春
闘
は
、
積
極
的
な

賃
上
げ
が
中
小
企
業
で
も
増
え
た

が
、
大
手
と
の
賃
上
げ
格
差
は
拡

大
し
た
。政
府
は
、中
小
企
業
の
労

務
費
等
の
上
昇
分
を
大
企
業
と
の

取
引
価
格
に
転
嫁
す
る
対
策
を
推

進
し
て
い
る
が
、十
分
に
は
で
き
て

い
な
い
。道
内
で
も
「
北
海
道
政
労

使
会
議
」が
設
置
さ
れ
、「
物
価
上

昇
に
負
け
な
い
賃
上
げ
に
向
け
た

環
境
整
備
の
取
り
組
み
強
化
」
の

共
同
宣
言
が
な
さ
れ
た
。そ
の
実

効
性
に
期
待
し
た
い
。

■
道
商
工
連
の
活
動

　

道
商
工
連
の
顧
問
・
相
談
役
を

委
嘱
す
る
議
員
の
所
属
す
る
立
憲

民
主
党
を
中
心
に
政
策
懇
談
会
・

意
見
交
換
等
を
行
っ
て
き
た
が
、

要
請
行
動
・
意
見
交
換
の
域
を
出

て
い
な
い
。む
し
ろ
、
政
党
サ
イ
ド

か
ら
の
、
中
小
企
業
の
期
待
に
応

え
る
、
具
体
的
な
政
策
の
策
定
と

提
案
を
求
め
た
い
。

　

会
員
交
流
や
研
修
会
、
そ
の
他

の
事
業
に
つ
い
て
は
省
略
。

グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー
み
ん
な
強

く
て
弱
い
ん
だ

「
酒
好
き
」
と
「
ワ
イ
ン
好
き
」

と
の
印
象
差

「
変
わ
ら
な
い
君
で
い
て
く

れ
」「
そ
れ
は
ム
リ
」

エ
コ
バ
ッ
ク
中
に
詰
め
込
む
プ

ラ
容
器

ム
ッ
ツ
リ
と
思
春
期
様
が
通

り
ま
す

ふ
り
か
け
を
ふ
り
か
け
す
ぎ

る
ほ
ど
不
機
嫌

星
な
ん
か
付
け
ぬ
が
美
味
い

町
中
華

高
血
圧
ス
ー
プ
薄
め
て
ぜ
ん

ぶ
飲
む

守
秘
義
務
を
ネ
コ
と
鏡
に
言

い
聞
か
せ

「
も
し
ト
ラ
」
て
阪
神
連
覇
の

こ
と
ち
ゃ
う
の
？

手
を
染
め
て
足
を
洗
う
と
い

う
矛
盾

オ
ム
ラ
イ
ス
最
強
説
に
納
得

感昭
和
ギ
ャ
グ
せ
ん
だ
み
つ
お

が
最
高
峰

（
毎
日
新
聞「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」よ
り
）

（
２
面
か
ら
続
く
）


